
市政　窓の

弘
法
の
井
戸

大
寺
を
歩
く

　
「
千
葉
県
宗
教
法
人
名
簿
」

に
記
載
さ
れ
た
市
内
77
カ
寺

の
う
ち
、
約
半
数
が
真
言
宗

寺
院
で
す
。

　

真
言
宗
は
空
海
・
弘
法
大

師
が
９
世
紀
（
平
安
時
代
）

初
め
に
開
い
た
宗
派
で
す
。

　

市
内
に
は
弘
法
大
師
の
時

代
に
開
か
れ
た
と
伝
わ
る
寺

院
も
あ
り
ま
す
が
、
歴
史
的

に
は
１
３
３
８
年
か
ら
１
４

２
８
年
頃
に
真
言
宗
が
広
ま

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
和
地
区
大
寺
・
龍
尾
寺

は
７
０
９
年
に
開
か
れ
た
と
、

１
６
５
５
（
明
暦
元
）
年
の

縁
起
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
都
が
奈
良
・
平
城

京
に
移
る
前
年
の
創
建
で
、

１
３
０
０
年
余
り
の
歴
史
が

あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
も

と
の
寺
跡
は
現
在
地
と
は
別

の
場
所
で
、
そ
こ
か
ら
見
つ

か
っ
た
古
代
瓦
は
７
０
０
年

代
の
も
の
と
さ
れ
、「
八
日

市
場
大
寺
廃
寺
」
と
い
う
遺

跡
名
で
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

龍
尾
寺
境
内

薬
師
堂
の
左
後

方
に
弘
法
大
師

手
掘
り
の
井
戸

が
あ
り
、
案
内

板
に
「
８
０
７

（
大
同
２
）
年
、

空
海
が
東
国
各

地
を
巡
っ
て
修

行
し
て
い
た
時
、

こ
の
地
に
７
日

間
と
ど
ま
り
祈

り
を
続
け
井
戸

を
掘
り
当
て

た
」
と
さ
れ
ま

匝瑳探訪
174

す
。

　

空
海
に
関
す
る
伝
説
は
全

国
各
地
に
あ
り
、『
空
海
の

軌
跡
』
や
『
空
海
伝
説
の
形

成
と
高
野
山
』
な
ど
に
よ
る

と
、「
東
国
や
そ
の
周
辺
へ

の
巡
歴
は
史
実
と
し
て
示
す

資
料
が
発
見
さ
れ
て
い
な

い
」、
あ
る
い
は
「
８
２
０

年
に
真
言
宗
を
広
め
る
た
め

弟
子
と
現
在
の
栃
木
県
な
ど

を
巡
っ
た
」
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
龍
尾
寺
の
伝
説
と

約
20
年
の
開
き
が
あ
る
の
が

惜
し
ま
れ
ま
す
。

　

龍
尾
寺
に
は
、
寺
の
名
前

に
結
び
付
く
伝
説
が
あ
り
ま

す
。
７
３
１
年
、
日
照
り
が

続
き
農
民
が
龍
に
雨
乞
い
を

す
る
と
、
大
き
な
龍
の
許
し

を
得
ず
に
小
さ
な
龍
が
雨
を

降
ら
せ
た
た
め
、
怒
り
を
買

い
、
頭
・
腹
・
尾
に
切
断
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

尾
を
寺
に
納
め
、
寺
の
名
を

龍
尾
寺
と
し
た
と
伝
わ
り
ま

す
。

　

市
内
は
も
と
よ
り
地
域
で

最
古
の
寺
は
、
由
緒
に
ふ
さ

わ
し
い
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
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課
広
報
広
聴
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☎
73
・
０
０
８
０

「
冬
を
健
康
で
過
ご
す
」

も
の
で
す
。

　

例
年
、
開
催
さ
れ
て
い
た

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
よ
か

っ
ぺ
祭
り
、
農
業
ま
つ
り
、

文
化
祭
な
ど
が
な
い
寂
し
い

今
年
の
秋
も
冷
え
込
み
を
感

ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
太
平
洋
高
気
圧
が

弱
ま
れ
ば
今
年
の
台
風
襲
来

の
心
配
は
な
く
な
り
ま
す
が
、

寒
さ
が
増
す
と
と
も
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
季
節
と

な
り
ま
す
。

　

感
染
の
初
期
症
状
が
類
似

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
コ
ロ

ナ
と
イ
ン
フ
ル
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
三

波
に
備
え
る
と
と
も
に
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重
症
化
を

防
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
は
、
65
歳
以
上
の

方
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
あ

り
ま
す
市
の
独
自
支
援
策
と

し
て
、
生
後
６
カ
月
以
上
65

　

10
月
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
ア
メ
リ

カ
大
統
領
選
挙
の

報
道
を
多
く
目
に

い
た
し
ま
し
た
。

日
本
と
は
異
な
り
、

間
接
選
挙
に
よ
り
、

勝
者
が
そ
の
州
に

所
属
す
る
選
挙
人

を
総
取
り
す
る
選

挙
で
あ
り
、
し
か

も
、
各
州
で
は
二

大
政
党
の
支
持
率
が
拮
抗
し

て
い
る
状
況
下
で
す
の
で
、

失
態
は
お
ろ
か
、
わ
ず
か
な

言
動
で
も
行
方
を
大
き
く
左

右
し
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

し
て
も
、
声
を
荒
げ
た
中
傷

合
戦
に
は
、
何
度
も
目
を
覆

い
、
耳
を
塞
ぐ
場
面
が
あ
っ

た
こ
と
か
。
今
月
３
日
が
投

票
日
で
す
が
、
当
選
が
確
定

す
る
ま
で
は
か
な
り
の
日
数

を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
民
主
主
義
を

掲
げ
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

大
国
の
威
厳
の
堅
持
を
願
う

歳
未
満
の
市
民
の
皆
様
に
１

回
当
た
り
１
０
０
０
円
の
助

成
が
10
月
臨
時
市
議
会
に
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今

年
の
冬
を
健
康
で
過
ご
す
た

め
に
、
多
く
の
皆
様
の
予
防

接
種
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
今
、
感
染
防
止
策
を
講

じ
な
が
ら〝
Ｇ
о 

Ｔ
о 

ト
ラ

ベ
ル
〞
を
は
じ
め
と
す
る
官

民
一
体
型
の
需
要
喚
起
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
済

活
動
が
動
き
だ
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
私
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
に

一
日
も
早
く
戻
る
こ
と
を
心

か
ら
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

10
月
31
日
、
吉
崎
浜
野
外

活
動
施
設
跡
に
整
備
中
で
あ

り
ま
し
た
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

そ
う
さ
」
が
オ
ー
プ
ン
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
11
月
30

日
ま
で
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
奮
っ
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
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匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

龍
尾
寺
境
内
に
あ
る
弘
法
の
井
戸
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中

図書館だより

　図書館でお気に入りの本を見つけ
て、読書を楽しみませんか。
　図書館では、小説などの読み物は
もちろんのこと、料理や子育て、趣
味や健康などの実用書も数多く所蔵
しています。また、写真集や画集・
作品集など芸術に親しみを持てる本
もあります。書架だけでなく書庫に
保管している本もありますので、気
軽に職員にお尋ねください。

　図書館の入口正面に本を展示して

お気に入りの本を見つけよう

企画展示しています

いるのをご存じですか？ここでは
「本屋大賞等受賞作品」や「星空」な
ど、テーマを決めて本を展示してい
ます。何を読もうかお悩みの人は、
ぜひ参考にしてください。
　また、貸し出しカウンターの近く
にある回転する本棚や、児童コー
ナーでも別のテーマで展示を行なっ
ていますので、そちらもぜひご覧く
ださい。

　「おはなし会」は当面の間お休み
します。再開は、図書館ホームペー
ジでお知らせします。

おはなし会はお休みします

●休館日…毎週月曜日・５日（木）・24日（火）　●祝日開館日…３日（火）
 問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

図書館ホームページはコチラ
https://www.library.sosa.chiba.jp

本本おすすめのおすすめの

『あつかったらぬげばいい』
ヨシタケ　シンスケ／著　白泉社

　暑かったら、ヘトヘトに疲れたら、
誰も分かってくれなかったら、世界
が変わってしまったら…。子どもや
大人の疑問に痛快に答える、心を緩
める絵本です。大人にも読んでいた
だきたい一冊です。

『うおづら　世界初の魚の顔図鑑』
森岡　篤／著　大和書房

　水槽の中の魚を撮り続けて29年の
著者が、魚の顔を正面から撮影した
写真集です。癒やし系からイケメン
まで152匹の、見たらちょっと笑っ
てしまう“うおづら”に癒やされま
せんか。

俳
　

句 

髙
安 

せ
い
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推
薦

里
つ
つ
む
秋
霖
時
に
音
た
て
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椿　
　

和
枝

庭
の
樹
木
秋
空
ひ
ろ
げ
庭
師
去
る 

岩
井　

や
す

烏
瓜
ひ
ら
く
や
神
に
ゆ
る
さ
れ
て 

大
川　

宜
子

稲
架
の
下
見
え
か
く
れ
し
て
子
ら
の
足 

椎
名　

晴
江

蕎
麦
す
す
る
幼
子
頬
の
ふ
く
ら
み
て 

安
藤　

建
子

南
部
ふ
う
り
ん
父
の
こ
と
兄
の
こ
と 

光
瀨
甲
江
子

炎
た
ち
父
の
面
影
大
文
字 

佐
々
木
ゆ
き
子

 

川
口 

城
司 

推
薦

向
日
葵
の
花
の
台

う
て
な

や
青
蛙 

石
田　
　

健

短
日
や
畑
仕
事
は
終
え
ぬ
ま
ま 

野
仲　

妙
子

丈ま
す

夫ら
お

の
稲
を
刈
り
干
し
い
わ
し
雲 

春
日　

政
彦

川
　

柳 

勝
又 

康
之 

推
薦

孫
な
く
て
犬
が
着
飾
り
宮
参
り 

佐
久
間
美
智
子

七
五
三
マ
ス
ク
姿
の
家
族
連
れ 

江
波
戸
京
子

辛
い
と
き
お
参
り
済
ま
せ
草
団
子 

岡
田
け
い
子

参
詣
の
香
取
鹿
島
に
菊
薫
る 

椿　
　

謹
二

国
際
化
異
国
の
人
も
宮
参
り 

宮
崎　

賢
一

晴
姿
か
わ
い
い
孫
の
ニ
コ
ポ
ー
ズ 
鈴
木
ト
シ
子

石
段
を
稚
児
駆
け
上
が
る
宮
参
り 
安
藤　

幸
雄

 

川
口 

城
司 

推
薦

出
不
精
の
私
は
コ
ロ
ナ
も
狙
え
ま
い 

奥
野　

道
夫

短
　

歌 

依
知
川 

雅
一 

推
薦

青
空
に
秋
桜
の
花
咲
き
満
ち
て

　

付
か
ず
離
れ
ず
微か

風ぜ

に
揺
れ
を
り 

鈴
木　

知
子

行
く
秋
の
九
十
九
里
浜
夕
暮
れ
て

　

波
涛
の
先
の
富
士
に
白
雪 

鈴
木　

志
子

柿
の
実
の
た
わ
わ
に
下
が
り
し
な
る
枝

　

四よ

方も

を
見
上
げ
て
わ
び
た
し
こ
こ
ち 
高
橋
百
合
子

こ
の
夏
の
暑
さ
に
め
げ
ず
い
き
い
き
と

　

酔
芙
蓉
咲
き
誇
ら
し
く
見
ゆ 

古
谷
由
美
子

供く

花げ

も
無
く
墓
じ
ま
い
な
の
か
訳
あ
り
か

　

薄
ら
ぐ
世
相
に
子
孫
あ
り
し
や 

鈴
木　

和
子

遠
く
よ
り
花
火
の
音
の
聞
こ
え
た
る

　

体
育
の
日
の
初
産
の
朝 

木
下　

昌
子

シ
ベ
リ
ア
へ
学
徒
出
陣
わ
が
長あ

兄に

は

　

語
る
こ
と
な
く
享
年
九
十
一 

川
手　
　

芳

 

川
口 

城
司 

推
薦

朝
・
夕
と
二
時
間
目
途
に
リ
ハ
ビ
リ
と

　

伸
び
し
庭
樹き

木ぎ

の
枝
切
り
励
む 

小
川　

知
至

食
パ
ン
を
投
げ
れ
ば
池
の
亀
た
ち
は

　

し
ぶ
き
音
立
て
貪
り
て
食
ふ 

伊
橋　

良
子

認
知
症
患
者
ら
職
に
就
き

　

笑
顔
戻
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
う
れ
し
い 

石
田　
　

治

文
芸
コ
ー
ナ
ー
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